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５
月
31
日
、
新
郷

東
小
学
校
（
校
長
＝

石
川
庸
子
さ
ん
）
は

６
年
生
が
プ
ー
ル
清

掃
の
前
に
ヤ
ゴ
の
救

出
を
実
施
し
た
。

　
奥
ノ
木
信
夫
川
口

市
長
、
瀧
川
聡
史
副

市
長
、
小
西
一
功
企

画
財
政
部
長
、
筒
井

毅
環
境
部
長
、
内
田

隆
自
然
保
護
対
策
室

長
、
武
邊
弘
徳
市
教

委
指
導
課
指
導
主
事

等
大
勢
が
訪
問
さ
れ

た
。

　
奥
ノ
木
市
長
は
、

童
心
に
帰
り
児
童
達

と
一
緒
に
プ
ー
ル
に

入
り
、
内
田
室
長
と

共
に
網
の
中
か
ら
大

量
の
ヤ
ゴ
を
救
っ
た
。 　

そ
の
後
の
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
救
出
し
た

ヤ
ゴ
を
２
年
生
の
代

表
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
市
長
は
「
ト
ン
ボ

は
４
枚
の
羽
根
で
益

虫
、
２
枚
羽
の
害
虫

を
食
べ
て
く
れ
る
人

間
に
役
立
つ
虫
、
新

郷
東
小
の
ヤ
ゴ
は
赤

と
ん
ぼ
の
仲
間
、
飼

う
の
は
難
し
い
が
頑

張
っ
て
育
て
て
ね
。

ト
ン
ボ
に
な
る
の
が

楽
し
み
だ
ね
」
と
児

童
に
呼
び
か
け
た
。

　
市
長
は
子
ど
も
の

頃
か
ら
昆
虫
が
大
好

き
で
、
昆
虫
博
士
に

な
り
た
い
と
思
っ
た

そ
う
で
す
。

　
川
口
市
は
生
き
も児童と一緒に、内田室長とヤゴ救出する奥ノ木市長（右）

の
に
欠
か
せ
な
い
自

然
が
ま
だ
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
自

然
を
守
り
、
育
て
、

未
来
の
子
ど
も
達
に

よ
り
良
い
自
然
環
境

を
残
し
て
あ
げ
た
い

と
願
う
、
奥
ノ
木
市

長
で
す
。

　
子
ど
も
達
は
こ
わ

ご
わ
プ
ー
ル
に
入
る

子
。
網
に
か
か
っ
た

ヤ
ゴ
に
び
っ
く
り
す

る
子
。
す
ぐ
に
網
を

上
げ
て
「
わ
ー
い
っ

ぱ
い
入
る
い
る
」
と

歓
声
を
上
げ
る
子
。

こ
わ
が
る
子
に
枯
れ

葉
ご
と
両
手
で
つ
か

み
渡
そ
う
と
す
る
子
。

「
た
く
さ
ん
取
れ
た
」

と
喜
ぶ
子
。一
匹
そ
っ

と
指
で
つ
ま
ん
で
バ

ケ
ツ
に
急
い
で
い
れ

る
子
等
々
。

　
学
校
の
プ
ー
ル
は
、

ト
ン
ボ
に
と
っ
て
絶

好
の
産
卵
の
場
所
。

産
み
落
と
さ
れ
た
卵

は
ヤ
ゴ
に
な
り
、
清

掃
時
に
流
さ
れ
て
し

ま
う
の
を
、
児
童
に

よ
っ
て
救
わ
れ
、
自

然
の
中
で
暮
ら
せ
る

ト
ン
ボ
に
な
れ
る
救

出
大
作
戦
。

　
写
真
右
は
、
セ
レ

モ
ニ
ー
に
参
加
し
た
、

奥
ノ
木
市
長
と
児
童

の
み
ん
な
。

　
６
月
９
日
、
榛
松
中

学
校
（
校
長=

齋
藤
秀

一
さ
ん
）
は
、
昨
年
と

今
年
４
月
に
、
消
毒
液

を
寄
贈
し
た
矢
代
秀
明

さ
ん
に
Ｐ
Т
Ａ
と
共
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
多

大
な
る
ご
寄
附
は
生
徒

の
健
康
と
安
全
を
守
る

た
め
に
活
用
さ
せ
て
頂

き
ま
す　
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
」
と
感
謝

状
を
贈
っ
た
。

　
矢
代
さ
ん
は
、
地
元

小
学
校
と
榛
松
中
学

校
の
卒
業
生
で
、「
ベ

イ
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

ジ
ャ
パ
ン(

株)

」
の
社

長
で
あ
り
、「
千
葉
県
ペ

ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協

会
会
長
」
で
あ
る
。

　
矢
代
さ
ん
は
「
自
分

が
育
っ
た
学
校
の
感
染

が
防
げ
れ
ば
と
の
思
い

で
す
。
お
役
に
た
て
て

嬉
し
い
で
す
」
と
。

　
昨
年
度
Ｐ
Т
Ａ
会
長

だ
っ
た
鈴
木
博
子
さ
ん

は
「
昨
年
に
続
き
母
校

の
為
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
。

　
新
会
長
の
菅
又
由
香

さ
ん
は
「
子
ど
も
達
の

安
全
の
た
め
有
難
い
で

す
。
真
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
。

写真左から菅又さん、矢代さん、齋藤校長、鈴木さん。



　
新
郷
東
小
学
校（
校

長
＝
石
川
庸
子
さ
ん
）

は
、
昨
年
の
秋
、
学

校
フ
ァ
ー
ム
協
力
者

の
宍
戸
功
さ
ん
監
修

の
も
と
、
職
員
で
玉

葱
を
植
え
た
。

　
旬
を
迎
え
大
き
く

育
っ
た
玉
葱
を
給
食

委
員
会
の
５・
６
年

生
が
は
じ
め
て
、
体

験
す
る
玉
葱
収
穫
を

行
っ
た
。

　
直
径
10
㎝
ほ
ど
の

玉
葱
が
沢
山
と
れ
、

葉
を
ひ
も
で
し
ば
り

干
し
て
乾
燥
さ
せ
た
。　
　

川
口
市
立
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
ト

リ
ア
は
、
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
埼
玉
工
場
の

跡
地
を
川
口
市
が
寄

贈
を
受
け
て
平
成
18

年
度
オ
ー
プ
ン
し
た

市
立
の
ア
ー
ト
施
設

で
「
川
口
市
寄
贈
作

品
展
第
２
弾
、
川
口

の
ア
ー
ト
再
発
見
展
」

が
開
催
さ
れ
た
。

５
月
27
日
、
新
郷

の
文
化
を
考
え
る
会

照
山
悦
子
会
長
、
永

瀬
秀
樹
県
議
、
前
原

博
孝
市
議
が
鑑
賞
さ

れ
た
。川口

市
へ
の
寄
贈

作
品
を
中
心
に
、
川

口
に
ゆ
か
り
の
あ
る

ア
ー
ト
を
集
め
た
展

覧
会
。川口

市
に
素
晴
ら

し
い
作
品
が
数
多
く

あ
る
こ
と
。
絵
画
・

彫
刻
・
工
芸
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活

躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
い
る
こ
と
を
再

発
見
で
き
た
ア
ー
ト

展
。第

１
部
は
、
川
口

市
美
術
家
協
会
会
長

歴
代
８
人
の
作
品
や

歴
史
な
ど
を
。

第
２
部
は
、
川
口

ゆ
か
り
の
作
家
達
の

作
品
で
、
両
展
示
室

に
34
点
展
示
。

照
山
さ
ん
は
「
彫

刻
、絵
画
、工
芸
等
々

拝
聴
し
て
、
美
術
を

堪
能
し
ま
し
た
」
と
。

永
瀬
さ
ん
は
「
い

つ
も
街
の
中
で
見
か

け
る
作
品
、
懐
か
し

い
作
品
、
美
術
の
授

業
で
見
か
け
る
作
品

が
一
堂
に
会
し
ま
し

た
。
も
の
づ
く
り
の

ま
ち
川
口
は
、
ア
ー

ト
が
街
の
中
に
普
通

に
存
在
す
る
ま
ち
で

も
あ
り
ま
す
ね
」
と
。
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　左から埼玉画廊の大西笑生さん、永瀬さん、
前原さん、照山さん、文化推進室の藤田泰司室長。

高田誠氏作品「山麓初夏」の前で、
　左から永瀬さん、前原さん。

　
６
月
１
日
、
収
穫

し
た
内
の
８
㎏
の
玉

葱
は
、給
食
セ
ン
タ
ー

で
調
理
し
鋳
物
汁
と

し
て
全
校
で
お
い
し

く
食
べ
た
。　

　
栄
養
教
諭
の
菊
地

桃
子
先
生
は
「
今
日

の
給
食
は
鋳
物
の
町

川
口
市
新
郷
東
小
特

産
の
玉
葱
を
つ
か
っ

て
い
る
の
で
鋳
物
汁

と
し
ま
し
た
」
と
。

　
「
学
校
で
と
れ
た
タ

マ
ネ
ギ
が
入
っ
て
い

◇
特
選
牛
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ

　
コ
ー
ス
￥
３
６
０
０

◇
米
国
産
サ
ー
ロ
イ
ン
ス

　
テ
ー
キ
和
風
仕
立
て

　
セ
ッ
ト
￥
２
６
０
０

◇
北
海
道
産
帆
立
貝
の

　
網
焼
セ
ッ
ト
￥
２
２
０
０

◇
旬
ス
ズ
キ
の
ロ
ー
ス
ト

　
ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト
添
え　

　
セ
ッ
ト
￥
２
３
０
０

◇
初
夏
か
ら
夏
の
味
覚
フ
ル

　
コ
ー
ス
￥
４
６
０
０

◇
ラ
ン
チ
セ
ッ
￥
１
８
５
０　
　

　
（
要
予
約・す
べ
て
税
込
み
）

　
電
話
０
４
８
（
２
８
７
）　　

　
６
０
８
０
ピ
エ
ー
ル
ピ
コ

て
う
れ
し
い
」「
タ
マ

ネ
ギ
お
い
し
い
」
と

喜
ぶ
児
童
達
。

　
写
真
は
５
年
生
・

６
年
生
の
１
ク
ラ
ス

ず
つ
撮
影
。

　
本
紙
広
告
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い

る
、
川
口
市
新
井
宿

に
あ
る
「
歌
え
る
居

酒
屋
も
み
じ
」（
代
表

＝
七
瀬
怜
子
さ
ん
）

が
、
６
月
９
日
、
店

頭
に
お
い
て
日
頃
の

感
謝
を
込
め
て
、
も

み
じ
人
気
の
焼
き
鳥

（
カ
シ
ラ
・
ネ
ギ
マ
）

の
塩
焼
き
を
無
料
配

布
し
ま
し
た
。

　
七
瀬
さ
ん
は
「
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
お
店
が
休
み
に

な
り
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
っ
て
い
る
人
、
お

店
の
心
配
を
し
て
く

れ
る
人
な
ど
が
ご
連

絡
を
頂
き
ま
す
。
も

み
じ
を
思
い
出
し
て

ホ
ッ
ト
し
て
も
ら
い

た
い
と
心
を
込
め
ま

し
た
」
と
。

　左はスタッフのナッちゃんこと
常名美智子さん、七瀬さん。



　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
い

よ
い
よ
身
近
に
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
の
こ
と

な
の
で
、
心
配
や
不
安

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
の

一
部
を
加
工
し
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
接
種
す

る
と
体
の
中
の
免
疫
部

隊
が
早
速
働
き
出
し
、

異
物
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン

を
無
毒
化
し
、
さ
ら
に

そ
の
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴

を
記
憶
し
て
、
次
に
同

じ
よ
う
な
ら
ウ
イ
ル
ス

が
来
た
時
の
為
に
、「
抗

体
」
と
い
う
も
の
を

作
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
予

防
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
発
熱
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
体
の
中
の
免

疫
部
隊
が
強
力
に
働
く

為
に
は
い
つ
も
よ
り
高

い
体
温
が
必
要
だ
か
ら

で
す
。
で
す
か
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
し
た
後

に
、
発
熱
、
頭
痛
、
倦

怠
感
、
あ
る
い
は
人
に

よ
っ
て
は
反
応
が
良
す

ぎ
て
寒
気
や
関
節
痛
が

出
る
人
も
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
正
常
な
人

の
当
然
の
反
応
な
の

で
、「
今
身
体
の
中
で

免
疫
部
隊
が
頑
張
っ
て

い
る
な
」
と
、
考
え
れ

ば
良
い
訳
で
す
。

　
発
熱
は
必
ず
お
さ
ま

る
の
で
、
免
疫
力
を
落

と
さ
な
い
よ
う
に
、
次

の
日
あ
た
り
ま
で
休
む

な
ど
し
て
、
無
理
の
な

い
生
活
を
す
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。

　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

な
ど
の
極
端
な
事
例

で
、
恐
怖
心
を
煽
る
例

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

場
合
に
も
、
医
療
側
は

き
ち
ん
と
対
応
し
て
い

る
の
で
、
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。

  

岩
下
歯
科
医
院（
榛
松
）

　
院
長　
岩
下　
一
三

　
「
民
主
主
義
の
基
礎

を
作
っ
た
ア
メ
リ
カ

で
政
治
を
学
ぼ
う
」

そ
う
志
し
、
高
校
を

卒
業
後
ア
メ
リ
カ
の

大
学
に
留
学
し
ま
し

た
。

　
学
生
時
代
に
私
は

米
国
で
地
方
自
治
体

に
も
顔
を
出
す
な
ど

の
経
験
が
出
来
ま
し

て
、
地
方
政
治

が
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
テ
レ
ビ

で
は
報
じ
な
い
よ
う

な
日
常
生
活
く
ら
し

の
部
分
で
あ
り
、
そ

こ
で
学
ん
だ
事
は
公

教
育
の
充
実
で
あ
り

ま
す
。

　
今
か
ら
、
15
年
以

上
も
前
の
事
で
す
が
、

当
時
に
今
後
米
国
で

は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の

方
々
に
も
読
解
力
が

も
の
す
ご
く
重
要
に

な
る
と
、
Ｉ
Ｔ
技
術

が
進
み
考
え
も
し
な

い
こ
と
が
、
起
こ
り
、

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の

方
々
も
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
に
従
事
し
な
く

て
な
ら
な
い
時
代
が

来
る
と
。

　
今
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
米
国
で
は
、

ア
マ
ゾ
ン
、
Ｆ
Ｂ
、

ア
ッ
プ
ル
な
ど
Ｉ
Ｔ

の
巨
大
企
業
が
続
々

誕
生
し
、そ
し
て
次
々

と
新
た
な
技
術
が
誕

生
し
、
労
働
力
も
シ

フ
ト
し
て
い
ま
す
。

　
話
を
公
教
育
の
大

切
さ
に
戻
し
ま
す
と
、

先
の
時
代
を
見
据
え

た
教
育
が
地
方
の
首

長
が
集
ま
る
会
議
で

話
し
合
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
国
だ
け
で

は
な
く
、
州
、
地
域

に
お
い
て
も
で
す
。

す
ご
く
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

　
さ
て
、
現
在
、
埼

玉
県
政
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
く
立
場
に

な
り
ま
し
た
が
、
現

況
の
雇
用
環
境
に
不

満
の
多
い
若
手
世
代

な
ど
の
声
な
き
声
、

子
育
て
世
代
の
方
か

ら
は
、
人
口
密
集
地

域
に
お
い
て
形
に
と

ら
わ
れ
な
い

保
育
園
の
増

設
を
求
め
る

声
や
高
齢
者

医
療
費
の
窓
口
負
担

の
引
き
上
げ
な
ど
、

ご
高
齢
者
か
ら
は
健

康
で
安
心
安
全
な
生

活
が
送
れ
る
の
か
と

い
う
不
安
視
す
る
声

を
県
政
で
反
映
で
き

る
よ
う
、
身
近
な
相

談
人
と
し
現
場
中
心

主
義
で
行
動
し
て
い

き
ま
す
！

　
埼
玉
県
議
会
議
員

　
　
　
白
根　
大
輔

　
日
暮
里
舎
人
ラ
イ

ナ
ー
終
点
の
、
見
沼

代
親
水
公
園
駅
よ
り

新
郷
の
ガ
ス
ト
前
を

通
る
、
第
２
産
業
道

路
（
埼
玉
県
道
58
号
、

台
東
川
口
線
）。

　
島
忠
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
前
か
ら
新
郷
に

来
る
ガ
ス
ト
間
が
非

常
に
暗
い
場
所
に

な
っ
て
い
る
。

　
５
月
28
日
、
飯
塚

孝
行
市
議
は
「
同
駅

よ
り
帰
宅
す
る
多
く

の
女
性
よ
り
ご
相
談

を
受
け
、
立
石
泰
広

県
議
会
議
員
に
相
談

し
、
対
応
を
検
討
い

た
だ
き
ま
し
た
。」

　
「
本
日
県
か
ら
道
路

相
談
担
当
の
武
田
正

和
部
長
、
道
路
環
境

担
当
の
岡
田
雅
洋
課

長
、
本
蓮
町
会
長
の

中
山
久
仁
夫
さ
ん
、

榛
松
町
会
長
の
山
田

忠
さ
ん
、
榛
松
副
町

会
長
の
渡
辺
武
さ
ん
、

女
性
代
表
の
平
林
栄

子
さ
ん
に
、
参
加
い

た
だ
き
視
察
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。」　

　
「
県
道
沿
い
は
、
商

店
や
民
家
が
な
い
と

ど
う
し
て
も
暗
く
、

新
郷
地
区
に
限
ら
ず

要
望
が
多
い
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
関
係
各
位
と

連
携
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
飯
塚
市
議
。

　
写
真
前
列
左
か
ら
、

渡
辺
さ
ん
、
飯
塚
さ

ん
。
後
列
左
か
ら
、

竹
田
さ
ん
、
平
林
さ

ん
、
岡
田
さ
ん
、
中

山
さ
ん
、
山
田
さ
ん
、

立
石
さ
ん
。

　
新
郷
南
小
学
校（
校

長
＝
黒
澤
誠
さ
ん
）

は
、
７
年
前
に
３
つ

の
砂
場
の
１
つ
、
10

ｍ
×
５
ｍ
の
広
さ
を

田
ん
ぼ
に
変
え
米
作

り
を
行
っ
て
い
る
。　

　
６
月
２
日
、
５
年

生
が
田
植
え
に
挑
ん

だ
。

　
苗
は
JA
さ
い
た
ま

農
業
協
同
組
合
新
郷

支
店
よ
り
寄
贈
さ
れ

た
。

　
田
ん
ぼ
の
土
は
鳩

ケ
谷
で
農
家
を
営
む
、

肥
留
間
家
21
代
目
の

広
幸
さ
ん
提
供
、
当

日
は
田
植
え
の
指
導

を
さ
れ
た
。

70
人
の
児
童
に
肥

留
間
さ
ん
は
「
田
植

え
は
、
や
り
直
し
が

出
来
な
い
。
田
ん
ぼ

で
の
歩
き
方
や
植
え

方
、
米
の
由
来
は

八
十
八
ぐ
ら
い
手
間

を
か
け
て
出
来
る
こ

と
か
ら
漢
字
が
う
ま

れ
た
。
１
摘
み
３
〜

４
株
を
植
え
る
こ
と
、

さ
あ
、
貴
重
な
体
験

を
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
」
等
と
話
さ
れ
た
。 　

子
ど
も
達
は
「
き

れ
い
に
植
え
ら
れ
て

よ
か
っ
た
」「
足
が
ズ

ボ
ッ
と
入
っ
て
深
い

水
た
ま
り
に
入
っ
た

感
じ
が
し
た
」「
食
べ

物
を
作
る
こ
と
の
大

切
さ
が
わ
か
っ
た
」

「
秋
の
収
穫
が
楽
し

み
」「
お
米
を
作
る

こ
と
の
大
変
さ
が
分

か
っ
た
」
等
と
感
想

を
語
っ
た
。



　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
、１
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

当
初
か
ら
イ
ザ
コ
ザ
が
続
く

も
の
の
接
種
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。

　
私
は
、
国
内
の
ワ

ク
チ
ン
開
発
の
進
捗

状
況
が
ど
の
位
進
ん
で
い
る

の
か
気
に
な
り
調
べ
て
み
ま

し
た
。

　
６
月
４
日
に
、
日
本
ワ
ク

チ
ン
学
会
が
見
解
を
発
表
し

ま
し
た
。
内
容
は
、「
国
産

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
４
社
が
臨

床
試
験
段
階
に
あ
り
ま
す
が

国
内
で
の
承
認
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
」。

　
私
の
知
る
限
り
に
お
い

て
、
１
番
有
望
視
さ
れ
て
い

る
企
業
は
、
大
阪
大
学
発
症

の
医
療
新
興
企
業
「
ア
ン

ジ
ェ
ス
株
式
会
社
」
で
あ
り

ま
す
。３
月
10
日
、ア
ン
ジ
ェ

ス
㈱
は
、
第
３
分
の
２
相
臨

床
試
験
に
お
け
る
接
種
完
了

の
お
知
ら
せ
を
発
表
し
ま
し

た
。

（２８４）
　
「
内
容
は
、
関
西
お
よ
び

関
東
の
８
施
設
で
５
０
０
症

例
の
接
種
を
予
定
ど
お
り
完

了
。
こ
の
後
、
数
か
月
間
の

経
過
観
察
期
間
を
経
て
、
安

全
性
と
免
疫
原
性
の
評
価
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
」。　

　
こ
の
発
表
は
、
６
月
も
し

く
は
７
月
中
に
も
安
全
性
と

免
疫
原
性
の
評
価
が
公
表
さ

れ
日
本
の
ワ
ク
チ
ン
が
認
め

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
・
菅
内
閣
の
英

断
に
期
待
し
ま
す
。

保
険
薬
剤
師

　
　

    　
中
山　
久
仁
夫

　
埼
玉
県
は
「
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
」
が
、

６
月
20
日
ま
で
？

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
終

了
し
て
、
普
通
の
生
活

が
出
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
運
転
免
許
の
更
新
に

い
っ
た
ら
視
力
検
査
で
、

何
と
か
合
格
で
し
た
が

眼
科
に
行
き
ま
し
た
。

「
白
内
障
で
す
」
と
。

　
そ
れ
で
５
月
末
、
白

内
障
の
手
術
、
日
帰
り

で
、
火
曜
日
に
右
目
、

金
曜
日
に
左
目
、
１
週

間
で
両
目
終
了
で
し
た
。

結
果
は
本
当
に
良
く
見

え
る
用
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
目
は
よ
く
５
感
の
長

な
ど
と
言
わ
れ
、
重
要

な
感
覚
器
官
で
、
人
は

そ
の
情
報
の
90
％
以
上

を
目
か
ら
得
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
。

　
調
べ
て
見
ま
し
た
。　

次
号
７
月
号
に
地

域
新
聞
、
新
郷
新
聞

応
援
の
「
暑
中
見
舞

い
」
名
刺
広
告
の
お

願
い
で
す
。

　
個
人
、
会
社
、
団

体
、
各
グ
ル
ー
プ
様

な
ど
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
要
項
は
新
年
の
名

刺
広
告
と
同
じ
で

す
。

　
左
記
に
ご
連
絡
下

さ
い
。　

　
白
内
障
は
非
常
に
多

く
、
年
齢
と
共
に
発
症

者
が
増
え
ま
す
と
。

　
高
齢
者
で
は
、
ほ
ぼ

100
％
の
人
に
、
程
度
の

差
は
あ
る
も
の
の
白
内

障
の
症
状
が
見
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。（
鶴
）

　

次
号
は
７
月
21
日

（
水
）
発
行
で
す
。

◇
加
藤
千
恵
子
＆
小
平
圭
亮

◇
日
＝
７
月
10
日(

土)

◇
時
＝
14
：
00
開
演

◇
所
＝
北
と
ぴ
あ

　
カ
ナ
リ
ア
ホ
ー
ル

◇
料
金
＝
４
０
０
０
円

◇
曲
目
＝
ド
ナ
ウ
デ
イ

　
：
私
の
愛
す
る
人
他

◇
問
＝
０
９
０  

       （
１
７
３
１
）　　

    

５
８
０
４
（
加
藤
）

◇
日
＝
７
月
２
日
（
金
）

◇
時
＝
13
：
30
〜
15
：
30

◇
所
＝
新
郷
南
公
民
館

◇
対
象
＝
一
般
男
女

◇
定
員
＝
20
人

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
内
容
＝
落
語
他

◇
講
師
＝
柳
家
か
ゑ
る

◇
申
込
＝
定
員
で
終
了

◇
受
付
＝
窓
口
か
電
話

　
（
２
８
３
）
５
６
０
０

ウ
の
止
ま
り
木
」
の

販
売
を
開
始
さ
れ
た
。　
　

　
近
年
、
ペ
ッ
ト
も

多
種
多
様
な
動
物
が

飼
育
さ
れ
、
需
要
が

高
ま
っ
て
き
て
、
フ

ク
ロ
ウ
も
現
在
人
気

が
あ
る
１
種
。

　
榎
本
社
長
は
「
フ

ク
ロ
ウ
も
ペ
ッ
ト
と

し
て
珍
し
い
動
物
で

あ
り
飼
育
方
法
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
フ
ク
ロ

ウ
に
合
っ
た
環
境
を

　
本
紙
に
広
告
協
力

を
頂
い
て
い
る
㈱
セ

ラ
フ
榎
本
（
代
表
＝

榎
本
修
さ
ん)

は
、

ペ
ッ
ト
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
を
展
開
し
て
い

る
。

　
こ
の
度
フ
ク
ロ
ウ

の
習
性
と
安
全
性
に

特
化
し
た
「
フ
ク
ロ

作
り
出
す
難
し
さ
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
フ
ク
ロ

ウ
の
止
ま
り
木
」
を

販
売
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　
フ
ク
ロ
ウ
は
普
段
、

木
の
上
で
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
が
多
い

動
物
で
、
フ
ク
ロ
ウ

が
ゆ
っ
く
り
休
め
る

お
家
を
作
っ
て
あ
げ

る
必
要
が
あ
り
、「
止

ま
り
木
」
が
必
須
で

す
。

　
フ
ク
ロ
ウ
は
、
高

い
場
所
か
ら
下
を
見

下
ろ
し
獲
物
を
狩
る

動
物
な
の
で
、
パ
ー

チ
（
フ
ク
ロ
ウ
が
止

ま
る
部
分
）
を
高
い

位
置
に
設
置
し
、
ま

た
パ
ー
チ
が
丸
み
の

あ
る
形
状
で
ケ
ガ
を

し
に
く
く
、
骨
が
脆

い
た
め
パ
ー
チ
で
羽

を
広
げ
て
も
ぶ
つ
か

る
よ
う
な
障
害
物
が

な
い
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
で
す
。　
　

　
さ
ら
に
、
フ
ク
ロ

ウ
は
係
留
飼
育
（
足

を
ひ
も
で
繋
い
で
飼

育
す
る
こ
と
）
が
一

般
的
の
た
め
、
落
下

を
防
ぐ
足
場
も
あ
り
、

非
常
に
安
全
な
つ
く

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
水
や
り

な
ど
の
お
世
話
を
せ

ず
と
も
枯
れ
る
こ
と

が
な
く
イ
ン
テ
リ
ア

と
し
て
、
人
工
観
葉

植
物
も
置
き
、
飼
い

主
様
に
優
し
い
設
計

に
な
っ
て
お
り
ま
す
」

と
。

※
問
合
わ
せ

　
０
４
８
（
２
６
５
）　

　
　
　
　
１
８
８
３

　
㈱
セ
ラ
フ
榎
本

　
５
月
30
日
、
新
郷

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は
、
第
66

回
演
奏
会
を
、
鳩
ケ

谷
駅
市
民
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
（
ダ

ヴ
）
で
開
催
し
た
。

　
１
曲
目
は
、ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
／
弦
楽
四

重
奏
曲
12
番
ヘ
長
調

作
品
96（
全
４
楽
章
）。

　
２
曲
目
は
、ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
／
弦
楽
セ

レ
ナ
ー
デ
ホ
長
調
作

品
22
。
指
揮
者
の
篠

田
さ
ん
の
力
は
団
員

の
実
力
以
上
の
成
果

を
生
み
だ
し
た
。

　

３
曲
目
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
／
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
協
奏
曲
イ
長

調K

６
２
２
。

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ソ

ロ
の
人
見
剛
（
写
真

右
）
さ
ん
と
、
弦
楽

器
と
管
楽
器
が
一
体

と
な
っ
た
響
き
が
会

場
を
魅
了
し
た
。

　
観
客
50
名
余
り
は

ス
ペ
シ
ャ
ル
な
演
奏

会
に
、
と
て
も
幸
せ

な
素
晴
ら
し
い
時
間

を
共
有
し
た
。

　
人
見
さ
ん
は
「
音

楽
に
対
す
る
意
欲
が

高
い
ア
マ
チ
ュ
ア
グ

ル
ー
プ
で
す
。
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
を
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
演
奏
で
き

奏
者
身
寄
り
で
す
。

い
つ
も
温
か
い
雰
囲

気
で
聴
い
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
。

　
出
演
者
▽
指
揮
＝

篠
田
和
也
、
▽
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
＝
細
淵
和

香
奈
・
池
澤
し
ほ
り
・

小
堀
直
樹
・
市
村
直

美
・
内
山
秀
文
・
鈴

木
健
一
▽
ビ
オ
ラ
＝

桑
原
知
巳
・
野
本
香

織
・
深
澤
ち
さ
と
▽

チ
ェ
ロ
＝
渡
辺
嵩
靖
・

山
崎
三
雄
・
岡
田
朋

也
▽
コ
ン
ト
ラ
バ
ス

＝
加
藤
康
正
▽
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
ソ
ロ
＝
人

見
剛
▽
フ
ル
ー
ト
＝

奈
良
め
ぐ
み
・
鳥
居

文
裕
▽
ホ
ル
ン
＝
楠

本
和
代
・
茅
島
正
道

▽
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
＝
秋

山
果
稲
・
大
縄
登
史

男
。（
敬
称
略
）

新郷新聞社HP


